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１ 論 文 題 目 
   「博文館「太陽」と近代日本文明論――ドイツ思想・文化の受容と展開」 
 
２ 論 文 の 要 旨 
 
  学位論文「博文館「太陽」と近代日本文明論――ドイツ思想・文化の受容と展開」（勉誠出版より 
2017年 11月刊行 A5判 全 519頁）は、「近代日本の文明評論におけるドイツ思想・文化受容の意義」
という研究テーマに従事してきた申請者が、1996年以降に発表してきた 20本の論文を整理し、「序章  
博文館「太陽」までの「批評」の展開」、「第一部 博文館「太陽」における高山樗牛と姉崎嘲風の活躍」、
「第二部 ドイツ文明批評による日本文明論の展開」、「第三部 「新理想主義」受容と「文化主義」 
の提唱」という構成でまとめたものである。 






  その際、論考の対象とした思想家・文学者の論説の主要な発信媒体となった総合雑誌「太陽」（博文 
館）に注目している。明治 28（1895）年 1月創刊号の発行部数が 285,000部と言われ、以後 10年以上 
にわたって毎号約 100,000部という破格の発行部数を誇った当時の代表的総合雑誌「太陽」は、「国民 
文化」創成において読者にも圧倒的な影響を及ぼさずにはおかなかったと考えられるからである。 






「第一部」 では、「第一章 「太陽」掲載のドイツ思想・文化関連記事」、「第二章 「太陽」 












最後の「第三部」では、「第一章 森鷗外の「大学」論と「学問」観」、「第二章 森鷗外の「文化」 











（注） 2,000 字程度にまとめること。 
